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看護専門学校に所属する教員が 

教務主任に期待する役割

新 井 広 子1)
，松 田 安 弘2)

，山 下 暢 子2)
，服 部 美 香2) 

1）富岡看護専門学校　　　　 

2）群馬県立県民健康科学大学

目的：看護専門学校に所属する教員が教務主任に期待する役割を明らかにし，その特徴を考察することを

通して，教務主任の役割遂行に向けた示唆を得る．

方法：全国の看護専門学校に所属する教員 632名を対象に，郵送法により質問紙を配布し，245名（回収
率 38.8％）から回答を得た．このうち，自由回答式質問に回答した 241名の記述を，Berelson,B.の方法
論を参考にした看護教育学における内容分析 を用いて分析した．
結果：【担当する授業の設計や展開の改善に必要な助言を行う】など 47カテゴリが形成された．
結論：教員が教務主任に期待する役割を表す 47カテゴリが明らかになった．これらの内容は，《教員個々
の状況に応じてファカルティ・ディベロップメントの機会を提供する》など 9つの特徴を示した．本研究
の成果は，教務主任が自身の役割を明確にすることを助け，それに基づき役割を遂行していくことを可能

にする．
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Ⅰ．緒　　言

　保健師助産師看護師学校養成所指定規則は，「専

任教員のうち 1人は教務に関する主任者を置かな

ければならない」1)
と規定している．また，看護

師等養成所の運営に関する指導ガイドラインは，

教務主任となることのできる者の要件を，「専任教

員の経験を 3年以上有する者，厚生労働省が認定

した教務主任養成講習会修了者，または，旧厚生

労働省看護研修研究センターの幹部看護教員養成

課程修了者，あるいは，これらと同等以上の学識

経験を有すると認められる者」2)
と規定している．

これらは，看護専門学校に所属する教務主任が，

規則上，専任教員の位置づけにあり，ある一定の

要件を満たせば，その職位に就くことができるこ

とを示す．しかし，教務主任の役割は「教務に関

する」役割としか明記されておらず，詳細は不明

である．

　看護専門学校の教務主任の多くは，組織構成の

複雑さに加え，業務内容や権限が規定されていな

いことにより，学校運営全般に携わり，教育に関

する業務の他，人事管理や一般事務などの多くの

業務を担っている3,4)
．そのため，種々雑多な業務

を担う教務主任は，自身の果たすべき役割を見失

い，役割を十分に理解して行動しているとは言え

ない状況にある．また，教務主任の役割に対する

理解不足は，役割遂行に関わる自己評価を困難に

し，教務主任が役割遂行に自信を持てない状況や
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不安を生じさせている5)
．

　役割6,7)
とは，集団や社会のある地位を占める

行為者が，その地位に対応した行動様式をその集

団や社会によって期待される行動様式であり，ま

た行為者自身も期待された行動様式を知覚し，そ

れに対する評価を通してそれを受け入れ実現して

いく行動様式である．この定義は，教務主任の役

割が，教員から期待された行動様式に基づき，そ

れに対する教務主任自身の評価を経て明確にされ

ることを意味する．これらは，教務主任が，教員

からどのような行動様式を期待されているのか正

確に知覚できない場合，期待された行動様式に対

する評価が不十分になり，自身が果たすべき役割

を明確にできない可能性があることを示す．

　教務主任の役割に関する複数の研究は，教務主

任が教員に対して，学生指導への支援や教授技術

向上のための支援，クラス運営への支援など8,9)

を行っていることを明らかにしている．また，教

務主任が，教員への助言や指導，業務の分担や調

整に困難を知覚するとともに，職務内容や権限の

不明確さ，教務主任の役割に対する理解不足によ

る自己評価困難など多くの問題10,11)
に直面してい

ることを明らかにしている．しかし，教務主任が

自身の役割を明確にするための材料となり得る，

教員が教務主任に期待する役割は明らかになって

いない．

　以上を前提とし，本研究は，看護専門学校に所

属する教員が教務主任に期待する役割を明らかに

することを目指す．この研究成果は，教務主任が

自身の役割を明確にすることを助け，それに基づ

き役割を遂行していくことを可能にする．

Ⅱ．研究目的

　看護専門学校に所属する教員が教務主任に期待

する役割を明らかにし，その特徴を考察すること

を通して，教務主任の役割遂行に向けた示唆を得

る．

Ⅲ．研究方法

１．研究対象者

　全国の看護専門学校（2年課程通信制を除く）

に所属する教員

２．測定用具

　以下の①②により構成される質問紙を作成し

た．

　①教員が教務主任に期待する役割を問う質問

　まず，対象者が仕事をする中で，実際に教務主

任に役割を期待した場面を想起することを求めた．

次に，自由回答式質問を 2種類設定した．具体的

には，「期待したことが実現した時の教務主任の行

動や言動等を，その時の状況を含めて具体的にお

書き下さい．」，「期待したことが実現しなかった時

の教務主任の行動や言動等を，その時の状況を含

めて具体的にお書き下さい．」とした．

　②対象者の特性を問う質問

　14項目からなる選択回答式質問と実数記入式

質問を設定した．質問項目は，所属する学校の所

在地域，設置主体，教育課程等である．

　測定用具の内容的妥当性は，専門家会議とパイ

ロットスタディにより確保した．

３．データ収集

　全国の看護専門学校から 215校を層化無作為抽

出した．抽出した学校の教育管理責任者に往復は

がきを用いて研究協力を依頼し，承諾を得た学校

の教育管理責任者宛に，質問紙等を郵送した．質

問紙は無記名とし，返信用封筒を用いた個別投函

により回収した．データ収集期間は，2018年 6

月 7日から 7月 20日であった．
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４．データ分析

1）教員が教務主任に期待する役割を問う質問へ

の回答の分析

　Berelson, B.の方法論を参考にした看護教育学

における内容分析12)
を用いて分析した．研究のた

めの問いを「教員は，教務主任にどのような役割

を期待しているのか」，問いに対する回答文を「教

員は，教務主任に（　）という役割を期待してい

る」と設定した．

　各対象者の記述全体を文脈単位とし，文脈単位

を研究のための問いに対する回答 1つのみを含む

よう記録単位へと分割した．次に，同一表現の記

録単位，表現は異なるが意味内容が同一の記録単

位を集約・整理し，同一記録単位群とした．この

際，研究のための問いに対応していない，表現が

抽象的かつ意味が不明瞭な記録単位は理由を明記

し，除外した．さらに，個々の同一記録単位群を

意味内容の類似性に基づき集約し，その類似性を

的確に表すカテゴリネームに置き換え，カテゴリ

を形成した．最後に，各カテゴリに包含された記

録単位の出現頻度を数量化し，集計した．

2）対象者の特性を問う質問への回答の分析

　Microsoft Excel 2016を用い，記述統計量を算

出した．

５．カテゴリの信頼性の確認

　看護教育学における内容分析を用いた研究経験

を持つ看護学研究者 2名に，一致率算出の協力を

依頼した．一致率は，Scott, W.A.の計算式を用

いて算出し，信頼性確保の基準を 70％以上とし

た．

６．倫理的配慮

　対象者の負担を最小限にするため，専門家会議

の実施により，質問紙の内容的妥当性を検討した．

また，対象者の情報を得る権利を保障するため，

研究目的と意義，調査への協力方法，研究結果の

公表予定等を書面で説明した．対象者の自己決定

の権利を保障するため，質問紙の返送をもって研

究協力に同意が得られたものとすることを明記し，

無記名，個別投函により質問紙を回収した．さら

に，対象者の個人情報を保護するため，回答内容

を分析する際は，コード化及び統計的処理を行っ

た．なお，本研究は，群馬県立県民健康科学大学

倫理委員会による承認（健科大倫第 2017─46号）

を得て実施した．

Ⅳ．研究結果

　研究協力の承諾が得られた 96校の教員 632名

に質問紙を配布し，245名から回答を得た（回収

率 38.8％）．このうち，研究対象者の条件を満たし，

自由回答式質問に回答があった 241名の回答を分

析対象とした．

１．対象者の特性

　対象者 241名の教員経験年数は，平均 8.6年

（SD6.9）であった．また，教員が所属する学校

の所在地域，設置主体，教育課程等は多様であっ

た．（表 1）

２．教員が教務主任に期待する役割

　対象者 241名の記述は，401文脈単位，730記

録単位に分割できた．このうち，教員が教務主任

に期待する役割を明確に記述していた 405記録単

位を分析対象とした．

　分析の結果，教員が教務主任に期待する役割を

表す 47カテゴリが形成された．（表 2）

　以下，47カテゴリのうち，記録単位数の多い

ものから順に結果を論述する．なお，【　】内はカ

テゴリを表し，「　」内は記録単位を表す．

【 1．問題解決の方向性を示す助言や提示などに

より，教員自身が問題を解決できるように支援す

る】

　このカテゴリは，「判断や決定に自信がない時に，
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アドバイスする」等の記述から形成された．

【 2．教員の教育実践や業務の遂行状況を把握す

るために情報の収集を試みる】

　このカテゴリは，「教員が負担を感じている業務

の遂行状況を把握する」等の記述から形成された．

【 3．担当する授業の設計や展開の改善に必要な

助言を行う】

　このカテゴリは，「講義の授業案作成時に，他科

目とのつながり，他科目の学習内容，進度などカ

リキュラム全体をふまえた助言をする」等の記述

から形成された．

【 4．親身になって教員の相談に応じる】

　このカテゴリは，「講義で困難を感じた時は，親

身になって相談に乗る」等の記述から形成された．

【 5．教員の実践の成果を認めるとともに，課題

があればそれを伝える】

　このカテゴリは，「学生の指導方法について相談

した際は，教員の指導を認める」等の記述から形

成された．

【 6．教員の意見や判断を承認する】

　このカテゴリは，「提案したことを認める」等の

記述から形成された．

【 7．教員の要望を把握し，可能な限りそれに応

じる】

　このカテゴリは，「面接の機会を設け，次年度の

業務担当に関する要望を聞く」等の記述から形成

された．

【 8．教員の経験に応じて担当授業や担当業務を

委譲する】

　このカテゴリは，「教員の経験年数にバラつきが

あり仕事の負荷に偏りがあった際に，仕事の分担

を調整する」等の記述から形成された．

【 9．教員が話しやすい雰囲気や場面を作って応

対する】

　このカテゴリは，「教員と 2人になった時に，教

員の相談に応じる」等の記述から形成された．

【10．単位修得不可や学籍異動の可能性のある学

生とその保護者に対応する】

　このカテゴリは，「補習実習が上手くすすめられ

ない学生と面接する」等の記述から形成された．

【11．新人教員の役割変化への不適応を回避する

ために適応に助力する】

　このカテゴリは，「新任の教員が右も左もわから

ない状況の時，色々な相談にのる」等の記述から

形成された．

表１　対象者の特性 N＝241

特性項目 項目の範囲・種類・度数・平均・標準偏差・百分率

教員経験年数 1年未満から 31年 平均 8.6年（SD 6.9）

臨床経験年数 3年から 39年 平均 13.9年（SD 6.8）

学校の所在地域

北海道 8名（ 3.3％） 東海・北陸 48名（20.0％）
東北 16名（ 6.6％） 近畿 21名（ 8.7％）
東京 13名（ 5.4％） 中国・四国 25名（10.4％）
関東・甲信越 76名（31.5％） 九州・沖縄 34名（14.1％）

学校の設置主体

国 16名（ 6.7％） 学校法人 40名（16.6％）
都道府県 34名（14.1％） 医療法人・社団法人他 35名（14.5％）
市町村 36名（15.0％） 医師会 56名（23.2％）
日本赤十字社・厚生連他 21名（ 8.7％） その他 3名（ 1.2％）

学校の教育課程

3年課程（全日制） 176名（73.0％） 2年課程（定時制） 34名（14.1％）
3年課程（定時制） 10名（ 4.2％） その他 5名（ 2.1％）
2年課程（全日制） 16名（ 6.6％）
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表２　教員が教務主任に期待する役割を表すカテゴリと記録単位数 N＝405

カテゴリ名 記録単位数（％）

1 . 問題解決の方向性を示す助言や提示などにより，教員自身が問題を解決できるように支援する 29（　7.2％）

2 . 教員の教育実践や業務の遂行状況を把握するために情報の収集を試みる 26（　6.4％）

3 . 担当する授業の設計や展開の改善に必要な助言を行う 25（　6.2％）

4 . 親身になって教員の相談に応じる 25（　6.2％）

5 . 教員の実践の成果を認めるとともに，課題があればそれを伝える 17（　4.2％）

6 . 教員の意見や判断を承認する 17（　4.2％）

7 . 教員の要望を把握し，可能な限りそれに応じる 17（　4.2％）

8 . 教員の経験に応じて担当授業や担当業務を委譲する 17（　4.2％）

9 . 教員が話しやすい雰囲気や場面を作って応対する 16（　4.0％）

10. 単位修得不可や学籍異動の可能性のある学生とその保護者に対応する 15（　3.7％）

11. 新人教員の役割変化への不適応を回避するために適応に助力する 14（　3.5％）

12. 教育計画の円滑な実施に向けて，学外関係者との関係性に配慮しつつ教務の責任者として対応する 14（　3.5％）

13. 学生への指導上の困難克服につながる助言を行う 13（　3.2％）

14. 教員や学生の意向を反映して教育実践や業務内容に関わる重要事項を決定する 12（　3.0％）

15. 全教員に公平に対応する 12（　3.0％）

16. 授業日時変更の希望に応じる 11（　2.7％）

17. 教員単独では指導困難な学生の状況把握を試み，その状況に応じて対応する 9（　2.2％）

18. 可能な限り教員の休暇取得の希望に応じる 8（　2.0％）

19. 教員の長所を見極め，それを発揮できる機会を提供する 7（　1.7％）

20. 単独あるいは決められた人員では授業や業務遂行が困難な場合，支援する教員を配置する 7（　1.7％）

21. 家族役割と教員役割の遂行の両立を支援する 7（　1.7％）

22. クレームを訴える学生や保護者への応対を主導する 7（　1.7％）

23. 教育実践の統一に向けて，全教員に教育方針を周知する 7（　1.7％）

24. 教員自身が対処できなかった問題への対処代行の経緯と結果を伝える 6（　1.5％）

25. 教員の職務遂行の現状や意見を管理職に代弁する 6（　1.5％）

26. 教育に必要な人員や経費の必要性を管理職に伝える 5（　1.2％）

27. 学生への指導の模範を示す 5（　1.2％）

28. 円滑な業務遂行に向けて，業務内容を詳細に説明する 5（　1.2％）

29. 助言や代行によりクラス担任の業務遂行を支援する 4（　1.0％）

30. 業務遂行への意欲を高めるような言葉をかける 4（　1.0％）

31. 教育実践の質向上につながる学習機会を提供する 4（　1.0％）

32. 教員の許容範囲を超える業務を補助する 3（　0.7％）

33. 教員の負担軽減に向けて，教員の新規採用や事務職員への業務移譲を検討する 3（　0.7％）

34. 同時期の担当授業の集中や使用教室の重複を回避する時間割表を作成する 3（　0.7％）

35. 教員の経験や計画性を考慮して，キャリア・ディベロップメントに向けた助言を行う 3（　0.7％）

36. 実施した授業の改善につながる助言を行う 3（　0.7％）

37. 教員の体調に配慮し，職務遂行よりも体調管理の優先を勧める 3（　0.7％）

38. 教員間の良好な関係形成に向けて，勤務時間外に交流の機会を設定する 3（　0.7％）

39. 教員の休暇取得に伴い業務の調整や代行が必要な事項に対処する 2（　0.5％）

40. 組織の指示命令系統に沿って指示を出す 2（　0.5％）

41. 学生に提供する授業の質保障に向けて，非常勤講師の変更の可否を検討する 2（　0.5％）

42. 健康障害により学業に支障を来す学生に適切に対処する 2（　0.5％）

43. 実習評価上の困難克服につながる助言を行う 1（　0.2％）

44. 学生が不満を持つ他の教員に助言を行う 1（　0.2％）

45. 他の教員に説明が必要な内容を補足する 1（　0.2％）

46. 年間の業務担当教員を早期に決定する 1（　0.2％）

47. 授業の時間割に合わせて会議の開催時間を設定する 1（　0.2％）

記録単位総数 405（100.0％）
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【12．教育計画の円滑な実施に向けて，学外関係

者との関係性に配慮しつつ教務の責任者として対

応する】

　このカテゴリは，「実習で問題がなくても，部長

とコミュニケーションをとり，学校と病院との関

係づくりをする」等の記述から形成された．

【13．学生への指導上の困難克服につながる助言

を行う】

　このカテゴリは，「対応が難しい学生への指導に

ついて，対応方法を助言する」等の記述から形成

された．

【14．教員や学生の意向を反映して教育実践や業

務内容に関わる重要事項を決定する】

　このカテゴリは，「今年度の学科の教育目標や方

針を，実際どう運営していくかについては教員全

体の会議にかける」等の記述から形成された．

【15．全教員に公平に対応する】

　このカテゴリは，「公平に教員に接する」等の記

述から形成された．

【16．授業日時変更の希望に応じる】

　このカテゴリは，「実習中の授業変更の依頼に，

すぐに対応する」等の記述から形成された．

【17．教員単独では指導困難な学生の状況把握を

試み，その状況に応じて対応する】

　このカテゴリは，「学習困難の学生の実習状況を

見に行く」等の記述から形成された．

【18．可能な限り教員の休暇取得の希望に応じる】

　このカテゴリは，「急な休暇が欲しい時に，調整

する」等の記述から形成された．

【19．教員の長所を見極め，それを発揮できる機

会を提供する】

　このカテゴリは，「教員個々の強みを見極める」

等の記述から形成された．

【20．単独あるいは決められた人員では授業や業

務遂行が困難な場合，支援する教員を配置する】

　このカテゴリは，「担当領域の演習指導の年間の

不足人数とその時間をまとめて伝えると，他の領

域の教員へ調整をかける」等の記述から形成され

た．

【21．家族役割と教員役割の遂行の両立を支援す

る】

　このカテゴリは，「家族の介護のことを相談した

時，介護休暇の取得を勧める」等の記述から形成

された．

【22．クレームを訴える学生や保護者への応対を

主導する】

　このカテゴリは，「学生からのクレームに関する

面談で主として面談する」等の記述から形成され

た．

【23．教育実践の統一に向けて，全教員に教育方

針を周知する】

　このカテゴリは，「今年度の学科の指導目標や方

針を明らかにする」等の記述から形成された．

【24．教員自身が対処できなかった問題への対処

代行の経緯と結果を伝える】

　このカテゴリは，「実習指導中の教員に代わって，

担任をしている学生に生じた問題に対応した際は，

その内容をすぐに連絡する」等の記述から形成さ

れた．

【25．教員の職務遂行の現状や意見を管理職に代

弁する】

　このカテゴリは，「副校長に教員の考えを代わり

に伝える」等の記述から形成された．

【26．教育に必要な人員や経費の必要性を管理職

に伝える】

　このカテゴリは，「演習に動員が必要な教員の人

数を，教員と一緒に副校長に依頼に行く」等の記

述から形成された．

【27．学生への指導の模範を示す】

　このカテゴリは，「教員初期の頃，学生指導のモ

デルを見せる」等の記述から形成された．

【28．円滑な業務遂行に向けて，業務内容を詳細

に説明する】

　このカテゴリは，「学籍の管理や内申書などの書
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類の書き方について丁寧に説明する」等の記述か

ら形成された．

【29．助言や代行によりクラス担任の業務遂行を

支援する】

　このカテゴリは，「クラス担任が国家試験対策に

ついて相談した際，概要や勉強方法の工夫等をク

ラスに説明する」等の記述から形成された．

【30．業務遂行への意欲を高めるような言葉をか

ける】

　このカテゴリは，「業務分担を決める際，教員が

やってみようと思える，背中を押す一言をかける」

等の記述から形成された．

【31．教育実践の質向上につながる学習機会を提

供する】

　このカテゴリは，「夏休み中に看護過程の勉強会

を開催する」等の記述から形成された．

【32．教員の許容範囲を超える業務を補助する】

　このカテゴリは，「日頃の業務の中で，業務が重

なっている時は，「～してほしい」と思う前に，業

務を補佐する」等の記述から形成された．

【33．教員の負担軽減に向けて，教員の新規採用

や事務職員への業務移譲を検討する】

　このカテゴリは，「教員の退職により担当科目の

時間数が多くなった時に，教員の負担が多くなら

ないよう新たに教員を採用する」等の記述から形

成された．

【34．同時期の担当授業の集中や使用教室の重複

を回避する時間割表を作成する】

　このカテゴリは，「時間割を作る際は，どの教員

がいつ実習なのかをふまえ綿密に組む」等の記述

から形成された．

【35．教員の経験や計画性を考慮して，キャリア・

ディベロップメントに向けた助言を行う】

　このカテゴリは，「臨床看護師から教員になった

際，今後のキャリア形成について助言する」等の

記述から形成された．

【36．実施した授業の改善につながる助言を行う】

　このカテゴリは，「講義の実際についてアドバイ

スをする」等の記述から形成された．

【37．教員の体調に配慮し，職務遂行よりも体調

管理の優先を勧める】

　このカテゴリは，「受診を優先させ，体調へ配慮

する」等の記述から形成された．

【38．教員間の良好な関係形成に向けて，勤務時

間外に交流の機会を設定する】

　このカテゴリは，「仕事以外で食事会や旅行など

の声かけをする」等の記述から形成された．

【39．教員の休暇取得に伴い業務の調整や代行が

必要な事項に対処する】

　このカテゴリは，「体調不良で，当日担当してい

る実習指導へ行けない状況の時に，数日休暇が取

れるよう担当業務の調整をする」等の記述から形

成された．

【40．組織の指示命令系統に沿って指示を出す】

　このカテゴリは，「組織として機能するように

トップダウンで命令をする」等の記述から形成さ

れた．

【41．学生に提供する授業の質保障に向けて，非

常勤講師の変更の可否を検討する】

　このカテゴリは，「非常勤講師の講義の実際から，

次年度の非常勤講師を変更する」等の記述から形

成された．

【42．健康障害により学業に支障を来す学生に適

切に対処する】

　このカテゴリは，「健康障害に伴う問題行動によ

り学業に支障を来している学生と面談する」等の

記述から形成された．

【43．実習評価上の困難克服につながる助言を行

う】

　このカテゴリは，「実習の評価内容に悩んでいる

時は，適切な時に指導をする」という記述から形

成された．

【44．学生が不満を持つ他の教員に助言を行う】

　このカテゴリは，「指導教員の不満を訴える学生
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との話から，指導教員にアドバイスをする」とい

う記述から形成された．

【45．他の教員に説明が必要な内容を補足する】

　このカテゴリは，「教員対象の勉強会では，担当

の教員が質疑応答の説明に困った場面で説明に入

り，助け舟を出す」という記述から形成された．

【46．年間の業務担当教員を早期に決定する】

　このカテゴリは，「一年間の学校行事の先を見通

し，担当教員を早めに決める」という記述から形

成された．

【47．授業の時間割に合わせて会議の開催時間を

設定する】

　このカテゴリは，「教務会議の日時を時間割の中

に決めることを提案した際は，時間割の中に会議

の時間を設定する」という記述から形成された．

３．カテゴリの信頼性

　カテゴリへの分類の一致率は，89.8％，94.9％

であった．

Ⅴ．考　　察

　本研究は，対象者に，所属する学校の所在地域，

設置主体，教育課程，教員経験年数等が多様な特

性を持つ教員を含んでいる．そのため，本研究の

結果である 47カテゴリは，多様な背景を持つ教

員の回答を反映して形成されており，教員が教務

主任に期待する役割の全容を表している可能性を

示唆する．

１．教員が教務主任に期待する役割の特徴

　本研究の結果である 47カテゴリと文献を照合

し，教員が教務主任に期待する役割の特徴を考察

する．

　第 1に，【 3．担当する授業の設計や展開の改善

に必要な助言を行う】【36．実施した授業の改善

につながる助言を行う】【43．実習評価上の困難

克服につながる助言を行う】に着目した．教員が

教育目標達成を目指し，効果的に授業を展開する

ためには，授業成立に向けて，教育内容への精通，

授業設計に必要な基礎知識や授業展開に必要な技

術の修得，授業評価のための知識と技術の修得と

いった準備状態を整える必要がある13)
．これは，

【 3】【36】【43】が，教育目標の達成に向けて，

担当授業の設計や展開，授業評価のための知識と

技術の修得といった準備状態を整え，教員自ら困

難を克服し，授業を改善できるような支援を教務

主任に期待していることを示す．

　これに関連して，【13．学生への指導上の困難克

服につながる助言を行う】【27．学生への指導の

模範を示す】に着目した．指導とは，教育目標の

達成に向けて，適切な学習活動を組織し，目標に

到達するまでの一連の働きかけの過程である14)
．

また，【27】が表す模範は，見習うべき手本やモデ

ルのことである．先行研究15)
は，教員のロールモ

デル行動が，学生の学習環境を整え，質の高い教

授活動を展開し授業の目的・目標の達成をめざす

という特徴を持つことを明らかにした．これらは，

【13】【27】が，学生への教育的な働きかけの過程

で直面する困難に対して，教員自らそれを克服し，

質の高い教授活動を展開できるような支援を教務

主任に期待していることを示す．また，【 3】【36】

【43】【13】【27】に共通する，教育目標の達成を

めざした質の高い教授活動の展開への支援は，教

員としてより良くなることを助ける教育，すなわ

ち，ファカルティ・ディベロップメント16)
を意味

する．

　これに関連して，【31．教育実践の質向上につな

がる学習機会を提供する】【19．教員の長所を見

極め，それを発揮できる機会を提供する】【35．

教員の経験や計画性を考慮して，キャリア・ディ

ベロップメントに向けた助言を行う】に着目した．

【31】が表す学習機会の提供は，教員の学習ニー

ド及び教育ニードを充足することへの支援につな
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がる．看護学教員の学習ニードとは，学習者であ

る教員が学習を要望する知識・技術・態度であ

る17)
．また，教育ニードとは，教員が所属する組

織の一員として目標達成，もしくは目標達成向上

に向け，学習すべき知識・技術・態度であり，学

習ニードとともに学習によって充足または獲得可

能である18)
．【31】は，教育活動の質向上につな

がる学習ニード及び教育ニードを充足できる支援

を教務主任に期待していることを示す．また，【19】

が表す長所を見極めるとは，適性を適切に評価す

ることである．適性とは，課題や仕事を適切かつ

効果的に成し遂げられる潜在面，顕在面での能力

や特性をいう19)
．【19】は，教員の適性を適切に

評価し，将来的な可能性をも含めてそれを発揮で

きるような支援を教務主任に期待していることを

示す．さらに，【35】が表すキャリア・ディベロッ

プメントとは，仕事の経験を積み重ねることで自

分の職業能力を育てていくことである20)
．【35】は，

教員が個々の経験や計画に基づき，自身の職業能

力を発達させていくことができるような支援を教

務主任に期待していることを示す．次に，【11．新

人教員の役割変化への不適応を回避するために適

応に助力する】に着目した．先行研究21)
は，新人

教員が，手持ち資源活用による円滑な授業展開と

資源枯渇による不確実な授業展開などを経験して

いることを明らかにした．【11】が表す適応とは，

人が刻々と変化する環境に応じた行動を行うこと

ができることであり，行動を調整したり，所与の

課題を解決したり，必要なことを学習したり，目

標を追求したりすることができることである22)
．

これらは，【11】が，新人教員が役割移行に伴う変

化に応じた行動をとることができるような支援を

教務主任に期待しており，【31】【19】【35】と同様

に，教員としてより良くなることを助ける教育，

すなわち，ファカルティ・ディベロップメントの

提供を求めていることを示す．

　以上は，教員が教務主任に期待する役割を表す

【 3】【36】【43】【13】【27】【31】【19】【35】【11】

が，《教員個々の状況に応じてファカルティ・ディ

ベロップメントの機会を提供する》という特徴を

持つことを示す．

　第 2に，【 1．問題解決の方向性を示す助言や提

示などにより，教員自身が問題を解決できるよう

に支援する】【24．教員自身が対処できなかった

問題への対処代行の経緯と結果を伝える】に着目

した．問題解決とは，問題点を発見し，それを理

解し，解決のための方策を生み出し，評価しつつ

実行に移していくプロセスである23)
．看護職は専

門職であり，職業活動上の自律性が求められる24)
．

自律性とは，他からの支配や制約を排し，自分の

立てた規律に従って自らを規制しながら行動する

ことである25)
．【 1】は，職業活動上の問題解決

過程において，自分の行動を自分の立てた規律に

従って正しく規制することが教員に求められてい

ることを表す．【24】は，教員が解決できなかっ

た問題を自身の力で解決できるようになるために，

その情報を得たいという願いの現れである可能性

が高い．これらは，【 1】【24】が，教員自身が職

業活動上の問題を解決できるように，教員の自律

性を尊重した支援を教務主任に期待していること

を示す．

　これに関連して，【 6．教員の意見や判断を承認

する】【 5．教員の実践の成果を認めるとともに，

課題があればそれを伝える】に着目した．承認と

は，正当または真実と認めることである．教員が

正当または真実と認めてもらいたいと願う事柄は，

教員の意見や判断の内容や実践の成果であり，他

からの支配や助言を受けず，自分の行動を自分の

立てた規律に従って正しく規制した結果でもある．

これらは，【 6】【 5】が，教員の自律性を尊重し

た支援を教務主任に期待していることを示す．

　以上は，【 1】【24】【 6】【 5】が，《教員の職業

活動上の自律性を尊重する》という特徴を持つこ

とを示す．
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　第 3に，【46．年間の業務担当教員を早期に決定

する】【47．授業の時間割に合わせて会議の開催

時間を設定する】【16．授業日時変更の希望に応

じる】に着目した．先行研究26)
は，教員が多種・

多量な業務担当による身体的・精神的負担という

問題に直面することを明らかにした．このような

現状は，担当する授業に加え，多種多様な業務を

同時に遂行し，それが教員の負担になり，授業の

準備や業務遂行の効率や効果に影響を及ぼす可能

性を示唆する．そのため，教員が，担当する複数

の授業や業務を効率的かつ効果的に並行しながら

目標を達成していくには，綿密な計画が必要にな

る．これらは，【46】【47】【16】が，担当する複数

の授業や業務を効率的かつ効果的に遂行し，目標

を達成するための計画立案に必要な支援を教務主

任に期待していることを示す．

　これに関連して，【28．円滑な業務遂行に向けて，

業務内容を詳細に説明する】に着目した．組織構

造は，あらゆる人間が自らに与えられた仕事を容

易にできるようになっていなければならず，その

ためには，仕事の内容が常に具体的かつ個別的に

示されていなければならない27)
．これは，教員が

担当する業務内容の具体的，個別的な情報提供が

必要であり，それが円滑な業務遂行，すなわち，

効率的な業務遂行につながることを示す．

　以上は，【46】【47】【16】【28】が，《目標達成に

向けた綿密な計画立案と効率的かつ効果的な職務

遂行を支援する》という特徴を持つことを示す．

　第 4に，【 8．教員の経験に応じて担当授業や担

当業務を委譲する】に着目した．先行研究28)
は，

教員が，新たな内容の授業やクラス運営を担当す

るなど教員の経験の累積に伴う役割の拡大により，

充実感を感じる一方，その重責や負担感に疲弊し，

不全感を感じることを明らかにした．【 8】は，

教員の経験に裏付けられた教員の能力や可能性を

考慮し，担当の授業や業務を適切に配分すること

を教務主任に期待していることを示す．

　これに関連して，【32．教員の許容範囲を超える

業務を補助する】に着目した．許容範囲を超える

業務は，教員にとって仕事上の要求度が高い業務

である．仕事上の要求度は，その仕事の内容によ

り規定されるが，許容の度合いは，担当する者の

能力や経験などの個人特性によって異なる29)
．

【32】は，教員の能力や経験などの個人特性を見

極め，教員個々に配分された業務の遂行を支援す

ることを教務主任に期待していることを示す．

　これに関連して，【33．教員の負担軽減に向けて，

教員の新規採用や事務職員への業務移譲を検討す

る】に着目した．先行研究30)
は，事務職員が担当

すべき一般事務の一部を教員が担当していること

を明らかにした．教員は複数の授業や業務を担当

し，それにより多くの負担を強いられ，また，教

員の人員不足や欠員により，教育活動の質を維持

できない現状がある．【33】は，教員の負担を考

慮して，教員が担当している業務内容を吟味し，

組織全体の中での適正な配分や調整を教務主任に

期待していることを示す．

　以上は，【 8】【32】【33】が，《教員の個人特性や

負担を見極めた上で，教員が担当する授業や業務

を調整する》という特徴を持つことを示す．

　第 5に，【10．単位修得不可や学籍異動の可能性

のある学生とその保護者に対応する】に着目した．

教員は，単位修得不可や学籍異動の可能性のある

学生とその保護者への対応に際して，学生の学業

継続に関わる重大な判断を求められる．このよう

な重大な判断とそれに基づく行動には重責を伴う

ため，教員単独での対応は困難である．【10】は，

教員単独では困難な学生の学業継続に関わる重大

な判断とそれに基づく対応を教務主任に期待して

いることを示す．

　これに関連して，【42．健康障害により学業に支

障を来す学生に適切に対処する】に着目した．先

行研究31)
は，学生の休学や退学の理由として「健

康上の理由」が多いことを明らかにした．【42】
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もまた，学生の学業継続に関わる重大な判断とそ

れに基づく対応を教務主任に期待していることを

示す．次に，【22．クレームを訴える学生や保護者

への応対を主導する】に着目した．【22】を形成

した記録単位は，実習の単位修得不可の判定に対

する保護者の受け入れ困難という内容を表してい

た．単位修得や学籍異動に関わる内容への対応は，

教員単独では難しく，教務主任の教員としての経

験知を活かした対応や組織的な対応が求められ

る．【22】は，教員に代わって，学生の学業継続

に関わる重大な判断とそれに基づく対応への主導

を教務主任に期待していることを示す．

　以上は，【10】【42】【22】が，《教員単独では困難

な学生の学業継続に関わる重大な判断とそれに基

づく対応を主導する》という特徴を持つことを示

す．

　第 6に，【20．単独あるいは決められた人員では

授業や業務遂行が困難な場合，支援する教員を配

置する】に着目した．先行研究32)
は，教員が教員

の人員不足・欠員による教育活動の質維持困難と

いう問題に直面していることを明らかにした．こ

れは，教員が不十分な人的資源の中で授業や業務

を行う場合，教育活動の質が維持できないといっ

た問題が生じやすいことを示す．【20】は，実践

する教育活動の質を保障するための人的資源の確

保を教務主任に期待していることを示す．次に，

【34．同時期の担当授業の集中や使用教室の重複

を回避する時間割表を作成する】【26．教育に必

要な人員や経費の必要性を管理職に伝える】に着

目した．人的資源，物的資源などの整備は，教育

目標の達成を目指した教育活動を展開するために

必要となる33)
．これは，【34】【26】が，教育の質

を保障するために，それに影響する人的資源や物

的資源の整備を教務主任に期待していることを示

す．

　これに関連して，【41．学生に提供する授業の質

保障に向けて，非常勤講師の変更の可否を検討す

る】に着目した．看護専門学校が提供する教育は，

専任教員だけでなく多くの非常勤講師によって担

われている34)
．そのため，非常勤講師に対しても，

学校の教育理念や学校が講師に期待する内容等へ

の理解を求め，教育目標の達成に向けて協力を得

る必要がある35)
．【41】は，教育活動の質保障に

向けた授業担当の適切性の検討を教務主任に期待

していることを示す．次に，【12．教育計画の円滑

な実施に向けて，学外関係者との関係性に配慮し

つつ教務の責任者として対応する】に着目した．

学校は，教育計画の実施により提供する教育の質

を保障している．教務主任は，学校の教育に関す

る事務を学校全体の立場から総括して専門的に担

当する職位36)
にあり，【12】は，教務主任が教育の

質を保障する教育活動に責任をもつ立場から，学

外関係者の協力を得ながら円滑に教育計画を推進

することへの教員の期待を示す．

　これに関連して，【29．助言や代行によりクラス

担任の業務遂行を支援する】【39．教員の休暇取

得に伴い業務の調整や代行が必要な事項に対処す

る】に着目した．教員は，担当授業と業務の遂行

を通して，学校運営に参画し，教育機能の発揮に

関与している．先行研究37)
は，教員が教員間の担

当業務の不平等や業務の習慣化による活動意欲の

減退などの問題に直面していることを明らかにし

た．【29】【39】は，このような状況にある教員が，

業務遂行に対する助言，業務の調整や代行を求め

ていることを表しており，学校の教育機能の低下

を防ぐ教務主任の支援を期待していることを示

す．

　これに関連して，【45．他の教員に説明が必要な

内容を補足する】【44．学生が不満を持つ他の教

員に助言を行う】に着目した．学校の機能発揮の

際に生じる教育上の問題は，「学習者」ばかりにそ

の原因があるとは限らず，「教育者」や「学習・職

場の環境や教育プログラム」にも原因があること

やそれが単数ではなく複数のこともある38)
．【45】
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【44】は，全教員が協働して学校の教育機能が発

揮されるように，他の教員に原因がある教育上の

問題に対して，その状況を把握している教員が，

教務主任による対処を期待していることを示す．

　これに関連して，【 2．教員の教育実践や業務の

遂行状況を把握するために情報の収集を試みる】

【17．教員単独では指導困難な学生の状況把握を

試み，その状況に応じた対応をする】に着目した．

先行研究39)
は，教員が教育実践や業務遂行に関わ

る様々な問題に直面していることを明らかにした．

教員の教育実践や業務遂行に関わる様々な問題へ

の直面は，それらを停滞させ，目標の達成を阻害

する．教員は，自身の教育実践や業務遂行の進行

状況が学校の教育機能に影響することを十分に認

識しており，【 2】【17】は，学校の教育機能の発

揮に関わる教員各々の実践状況の把握を教務主任

に期待していることを示す．

　以上は，【20】【34】【26】【41】【12】【29】【39】

【45】【44】【 2】【17】が，《教員個々の実践による

教育機能の発揮状況を査定し，学校が提供する教

育の質を保障する》という特徴を持つことを示す．

　第 7に，【40．組織の指示命令系統に沿って指示

を出す】【23．教育実践の統一に向けて，全教員

に教育方針を周知する】【14．教員や学生の意向

を反映して教育実践や業務内容に関わる重要事項

を決定する】【25．教員の職務遂行の現状や意見

を管理職に代弁する】【30． 業務遂行への意欲を

高めるような言葉をかける】に着目した．組織の

目標達成に向けたリーダーの機能40)
とは，①計画

や政策を立案する，②政策や目標を執行する，③
外部に対して集団を代表する，④集団内部の調整

や仲裁を通して統制，賞罰の執行をする，⑤象徴

者として，また成員の感情的焦点となって集団の

統一に貢献するなどである．【40】が表す組織の

指示命令系統に準じた行動は，リーダーの機能で

ある②の政策や目標の執行と④の集団内部の調整

や仲裁を通して統制を執行するに相当する．【23】

は，①の立案した計画や政策を②の執行に向けて，

教員にそれらを周知し，統一する行動であり④の

集団内部の調整に相当する．【14】は，成員や成

員が目標達成を目指す対象者の意向を反映しなが

ら職務遂行に関わる重要な計画を決定する行動で

あり，リーダーの機能①に相当する．【25】は，

教員の職務遂行の現状や意見を，教員を代表して

管理者に伝えるという行動を表しており，教員集

団を内部とした時に管理職を教員集団の外部とみ

ることができ，リーダーの機能③に相当する．【30】

は，教員の業務遂行への意欲といった教員の感情

に焦点化された行動であり，リーダーの機能⑤に

相当する．これらは，【40】【23】【14】【25】【30】が，

教員が組織の目標達成に必要なリーダーとしての

機能を発揮することを教務主任に期待しているこ

とを示す．また，このことは，教員が教務主任を

教員集団のリーダーとして認知していることを示

す．

　リーダーには，組織の目標達成に向けた機能だ

けでなく，同時に，集団の維持に向けて機能する

ことも求められる41)
．集団を維持するために必要

なリーダーの機能42)
とは，①職場の問題に対して

成員に意見を求める，②成員の申し出の内容を実

現するために努力する，③成員の個人的な問題に

気を配る，④成員と仕事のことを気軽に話し合う，

⑤全成員を公平に扱うなどである．これに関連し

て，【 7．教員の要望を把握し，可能な限りそれに

応じる】【 4．親身になって教員の相談に応じる】

【15．全教員に公平に対応する】に着目した．

【 7】は，成員に求めた職業上の問題などに関す

る意見や成員の要望を理解した上で，可能な限り

それの実現を試みる行動を表しており，リーダー

の機能①と②に相当する．【 4】は，親身になっ

て教員の個別の相談に応じる行動を表しており，

リーダーの機能③と④に相当する．【15】は，全

教員に公平に対応する行動を表しており，リー

ダーの機能⑤に相当する．これらは，【 7】【 4】
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【15】が，教員が組織の維持に必要なリーダーと

しての機能を発揮することを教務主任に期待して

いることを示す．

　以上は，【40】【23】【14】【25】【30】【 7】【 4】

【15】が，《組織の目標達成と維持に必要なリーダー

としての機能を発揮する》という特徴を持つこと

を示す．

　第 8に，【21．家族役割と教員役割の遂行の両立

を支援する】【18．可能な限り教員の休暇取得の

希望に応じる】に着目した．【21】が表す家族役

割と教員役割の両立は，ワーク・ライフ・バラン

スのことであり，仕事と生活の両立を無理なく実

現できる状態である43)
．また，【18】が表す休暇の

1つである年次有給休暇は，日常の労働生活から

の解放による長期的視点での労働力の涵養・保全

を意図するものであり44)
，ワーク・ライフ・バラ

ンスを保つ機会にもなる．教員の生活の充実は，

効果的な職務遂行につながるといった好循環を生

じさせ，教員が職務に専念できる状況をもたらす

可能性を示す．これらは，【21】【18】が，教員が

職務に専念できるような状況を作ることを教務主

任に期待していることを示す．

　これに関連して，【37．教員の体調に配慮し，職

務遂行よりも体調管理の優先を勧める】に着目し

た．組織の管理的な立場にある者は，個々人の良

好な健康状態が組織の機能の発揮つながることを

理解した上で，職務に専念できる状況を作る必要

がある45)
．

　以上は，【21】【18】【37】が，《教員が職務に専念

できる状況を作る》という特徴を持つことを示す．

　第 9に，【38．教員間の良好な関係形成に向けて，

勤務時間外に交流の機会を設定する】【 9．教員

が話しやすい雰囲気や場面を作って応対する】に

着目した．集団や組織に所属する個人の行動は，

担当する職務や役割，諸規則などの制度的側面，

作業方法や作業環境などの物理的側面によって規

定されるばかりではなく，現実の個人対個人の関

係，集団や組織に対する感情などの人間的側面に

よって規定される46)
．この個人と個人の関係性や

組織に対する感情は，組織構成員個々が果たすべ

き役割を促進あるいは停滞させる要因にもなる47)
．

　以上は，【38】【 9】が，《教員として果たすべき

役割を円滑に遂行できるような良好な環境を提供

する》という特徴を持つことを示す．

２．教務主任の役割遂行に向けた示唆

　本研究の成果は，教員が教務主任に期待する役

割を表す内容であり，教務主任が自身の役割を明

確にするための材料となり得る．教務主任の役割

は，教員に期待される教務主任という地位に対応

した行動様式であり，本研究の成果に表される内

容を，教務主任も知覚し，自身の評価に基づいて，

果たすべき役割を明確にし，それを実現していく

行動様式である．そこで，考察を通して見出した

教員が期待する教務主任の役割の特徴から，教務

主任としての筆者が自身の役割遂行に向けて得た

示唆の一例を示す．

　考察を通して見出した特徴のうち《教員個々の

状況に応じてファカルティ・ディベロップメント

の機会を提供する》《教員の職業活動上の自律性

を尊重する》に着目した．看護職は専門職であり，

職業活動を継続する限り，生涯，自律的に学習し

続ける必要がある48)
．これは，専門職である教員が，

教員としてより良くなるための教育を，自律的な

自己学習の継続によって成し遂げていくことの重

要性を示す．そのため，教務主任は，ファカル

ティ・ディベロップメントの機会の提供を期待す

る教員に対して，教員が他律的，依存的にならず，

自律的に学習することを支援する必要がある．

　以上は，教務主任の役割が，「教員の専門職とし

ての自律性を尊重しつつ，教員自身が自己学習を

継続的に実施できるように，教員個々の状況に応

じてファカルティ・ディベロップメントを支援す

る」であることを示唆する．
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Ⅵ．結　　論

1．本研究の結果は，教員が教務主任に期待する

役割を表す 47カテゴリを明らかにした．

2．教員が教務主任に期待する役割を表す 47カ

テゴリは，《教員個々の状況に応じてファカル

ティ・ディベロップメントの機会を提供する》

《教員の職業活動上の自律性を尊重する》など，

9つの特徴を示した．

3．教員が教務主任に期待する役割の特徴から，

教務主任の役割遂行に向けた示唆を得た．本研

究の成果は，教務主任が自身の役割を明確にす

ることを助け，それに基づき役割を遂行してい

くことを可能にする．
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Faculty Expectations for Curriculum Coordinator Roles 

at Diploma Nursing Schools

Hiroko Arai1), Yasuhiro Matsuda2), Nobuko Yamashita2) and Mika Hattori2) 

1）Tomioka Nursing School 

2）Gunma Prefectural College of Health Sciences

Objectives:  This research aimed to clarify the expectations of faculty for curriculum coordinator roles at diploma nursing 
schools.  By considering the expectations of the role, curriculum coordinators can obtain suggestions to better perform 
their duties.
Methods:  Questionnaires were distributed by post to 632 faculty members belonging to diploma nursing schools across 
Japan.  A total of 245 responses were received (response rate: 38.8%).  The 241 responses that contained responses to 
open-ended questions, were analyzed using content analysis for nursing education based on Berelson’s methodology.
Results:  A total of 47 categories were extracted, such as “Provide advice necessary to improve the design and deployment 
of classes.”
Conclusions:  47 categories expressing faculty expectations for curriculum coordinator roles were clarified.  Additionally, 
this content showed nine types of characteristic traits, including “Provide faculty development opportunities according to 
individual faculty.” The results of this research can help curriculum coordinators clarify their own roles and using this 
information will allow for the execution of the aforementioned roles.

　　　Keywords:  diploma nursing school, faculty, curriculum coordinator, role, expectations


